
取り付け後の確認

4 取付ブラケット(B)を本体ユニット
に取り付ける。

●変形させた取付ブラケット(B)を取付ブラ
ケット(A)からはずす。

●はずした取付ブラケット(B)を、本体ユニット
に皿小ネジ4本を使用して固定します。

: 皿小ネジ（M3×5）

3取付ブラケット(B)

1 本体ユニット

5 取付ブラケット(A)を
取り付ける。

● 手順 2で取付位置の形状に合わせた取付
ブラケット（A）を、手順1で接着した両面
テープの裏紙をはがし、取付位置へ取り
付けます。

● トラスタッピンネジで固定します。

1本体ユニット

2取付ブラケット(A)

3取付ブラケット
(B)

; バインド小ネジ（M3×5）
（必ず固定してください）

7 線材を配線する。

● コードクランパーや束線バンドを使用して、ダッシュボード下側へ見えないように配線します。
余った線材は、線材固定テープや束線バンドなどで車両に固定してください。

ダッシュボード下部等

1 取付ブラケット（A）に両面テープ（本体取付用）を貼り付ける。

6両面テープ（本体取付用）2取付ブラケット(A)

2 本体ユニットの取付位置を決め、取付ブラケット(A)を取付位置の
形状に合わせて変形させる。

6 両面テープ（本体取付用）

2 取付ブラケット(A)（側面図）

ダッシュボード下部等

3 取付ブラケット（A）を取付位置の形状に合わせた後、
取付ブラケット（B）との仮取り付けをする。

M3タップ面

2取付ブラケット(A)
＋

6 両面テープ
（本体取付用）

3 取付ブラケット(B)

この部分を変形させ、取付ブラケット(A)の
M3タップ面にあてがうようにする

この二つの凸部を
取付ブラケット(A)にある絞り部に
挿入し、はめあわせる。

6 両面テープ
（本体取付用）

2取付ブラケット(A)

ダッシュボード下部等

変形

3取付ブラケット(B)

隙間があることを確認

変形 変形

変形※

<トラスタッピンネジ
（φ4×8）

6 取付ブラケット(A)に本体ユニット
を取り付ける。

● 手順 4で取り付けた取付ブラケット(B)
の凸部を、取付ブラケット(A)の絞り部
に挿入し、はめあわせる。

● バインド小ネジで固定します。

本体ユニットを取り付ける

取付位置の形状に合わせ、
取付ブラケットを変形させる。

●取付ブラケット(A)と(B)の中央部での隙間を確保してください。当たっている場合は走行中に異音
を発生する恐れがあります。

お願い

初期状態 ダッシュボード仮取付時

本体取付推奨位置
●ダッシュボード下側やセンターコンソール付近の運転の妨げにならない場所に取り付けてください。
ダッシュボードの上側には、絶対に取り付けないでください。故障した場合、保証対象外となります。

●後でタッピンネジで固定するので、ダッシュボードやセンターコンソールの裏側にハーネスやブラ
ケットなどがないことを確認してください。

●飲料などがかからないよう、カップホルダー下部などへの取り付けは、避けてください。

落下しないようにしっかり取り付ける
ねじがゆるんでいたり、取り付け部の接着が弱いと、走行中に落下して、運転に支障を
きたし、事故やけがの原因になります。
時々点検してください。

注意
正しく配線が行われているか確認するため、以下の手順で［取付チェック］を行ってください。

[1] 配線および接続を確認した後、イグニッションキーをACCまたはONの位置
（本機の電源が入ります。）にし、下記項目を確認する。

＜動作確認事項ーセットアップ前＞
●エラーインジケータ（赤LED）が点灯し、「ピピ」音が5回出力される。
●UPボタンを押して、音量を調整する。押すごとに音量が一段階上がります。

参考：イグニッションキーがACCまたはONの位置ではETCカード挿入口奥の緑LEDが
常時点灯しています。

＜動作確認事項ーセットアップ時＞
1 イグニッションキーをACCまたはONの位置でセットアップカードを挿入する。
2 スタンバイインジケータ（緑LED）が数秒点滅し、「ピ」音が1回出力され、スタンバイ
インジケータ（緑LED）が点灯する。

3 セットアップカードを取り出す。（これでセットアップは完了です。）
4 再度、セットアップカードを挿入し「カードを確認してください。コード○○※。」と音声案内
されることを確認する。
（セットアップカードは、1度使用すると使えなくなります。確実にセットアップがされているこ
とを確認してください。）

5 セットアップ終了後、イグニッションキーをOFFにし、カードを挿入しない状態で、再
度イグニッションキーをACCまたはONの位置にすると、「ピ」音が1回出力されること
を確認する。

注意：正しいセットアップカード以外のカードを挿入すると、スタンバイインジケータ（緑LED）が
点滅後、エラーインジケータ（赤LED）が点灯し、「ピピ」音が5回出力されます。

※音声案内の内容については、取扱説明書をご覧ください。

[2] 手順[1]のセットアップ完了の状態で、ETCカードを正しい方向に挿入する。

（本体ユニット操作面のUPとRPTボタンがある方にETCカードのコンタクト面を向けて挿入）

参考：ETCカードがお手元にない場合は、通常のクレジットカードなどを挿入してもカード
挿脱の簡易チェックができます。

ERR STDBY UP RPT

UPボタン エラーインジケータ 

ETCカード取出しボタン 

RPTボタン スタンバイインジケータ 

レベル2 レベル3 レベル4 
（音量最大） 

レベル1 
（音量最小） 

※この部分は、何度も繰り返し変形させないで
ください。折れる場合があります。

エアバッグ動作の妨げになる場所に取り付けない
助手席にエアバッグシステムを装備している車に取り付ける場合は、エアバッグシステ
ムの動作の妨げになる場所に取り付けないでください。

アンテナユニットを取り付ける

7 両面テープ（アンテナ取付用）
（23.5㎜×36㎜）

アンテナコード

1アンテナユニット

1 アンテナユニットの底に両面テープを貼り付ける。

底面の凹部に合わせて貼り付けます。

2 両面テープの裏紙をはがしてアンテナユニットをダッシュボード上に
貼り付け（中央部±40 cm）、アンテナコードを配線する。

● フロントガラス中央部付近に、アンテナコード側を車両前方に向けて、角度が水平0°～20°にな
るように取り付けます。（水平0°～20°に取り付けられない場合は、角度調整台座を使用してください。）

● アンテナコードをダッシュボードとフロントガラスの隙間に入れ込みます。
● アンテナコードは右座席側に本体ユニットを取り付ける場合は、右側へ引き回します。
左座席側の場合は左側へ引き回します。

●各種電子機器に近すぎると、性能に影響を与える場合がありますので、下記の例を参考に、各機器から
なるべく離れた位置に取り付けてください。
例 ・GPS、VICSなど、他のアンテナからは10 cm以上離して取り付けてください。
・ディスプレイユニットからは20 cm以上離して取り付けてください。
・レーダー探知機は、特に影響を受けやすいため、異常探知とならない場所に取り付けてください。

●メーカー純正のカーナビゲーションを搭載した車は、ダッシュボード内にGPSアンテナが埋め込まれている
場合があります。その時は、GPSアンテナの真上を避けて取り付けてください。
また、取り付け後もGPSの受信感度が悪化していないことを確認してください。

●アンテナユニットを取り付けるダッシュボード面の湿気、ゴミ、油などをよく拭き取ってください。
●気温が低いときは、両面テープの粘着面とダッシュボードの貼付面をドライヤーなどで温めてから貼り
付けてください。

お願い

約40cm

約40cm

アンテナユニット

左ハンドル車で
運転席側に本体を取り付ける場合

4 角度調整台座
アンテナユニットが水平0°～20°に
取り付けられない場合に使用します。
（「アンテナユニットの角度調整」参照）

貼付部分

右ハンドル車で、
運転席側に本体を取り付ける場合

アンテナコードに線材固定テープを巻いて
ダッシュボードとフロントガラスの隙間に
入れます。（3ケ所）

5線材固定テープ（隙間に合わせ、適宜カット）

アンテナコード

●アンテナコードは確実にダッシュボードとフロントガラスの隙間に入れてください。
アンテナコードが露出し、切断などが行われた場合、ノンストップ自動料金支払いシステム（ETCシステム）が
使えなくなります。配線する際、断線・傷等に気をつけてください。

お願い

アンテナユニットの角度調整

[1] アンテナユニットの底に両面テープを貼り付ける。
[2] アンテナユニットの両面テープの裏紙をはがして、角度調整台座を取り付ける
[3] 角度調整台座の底に両面テープを貼り付ける。
[4] 角度調整台座の両面テープの裏紙をはがして、ダッシュボードに取り付ける。

●角度調整台座は、ダッシュボードの傾きに応じて前後どちらでも調整できます。

フロントガラス

ダッシュボ－ド

1アンテナユニット

4角度調整台座

水平0°～20°
にする

フロントガラス

ダッシュボ－ド

1アンテナユニット

4角度調整台座

水平0°～20°
にする

20° 

前 後 前 後 

車両前方に向かって
20°以上傾けないで
ください。

車両後方に向かっては、
絶対に傾けないでくだ
さい。

アンテナユニットは、できるだけ水平0°～20°に取り付けてください。
また、下記のような傾きでは取り付けないでください。

お願い

●側面から見てアンテナユニットがフロントピラー
の陰に入らない位置に取り付けてください。

●アンテナユニットの上側45°よりも上の位置
（右図中の 部）に障害物がないように取り
付けてください。
（ただし、動いているワイパーがこの位置を通過
するのは問題ありません）

●フロントガラスとアンテナユニットとの距離は、
6 cm以上離して取り付けてください。
（近すぎると、通信性能に影響を与える場合があ
ります）

●上から見て、ワイパーの拭き取り範囲内に
取り付けてください。

45° 

6 cm以上 

フロントピラ－

1アンテナユニット

フロントガラス

ダッシュボード

フロントガラスダッシュボード

1アンテナユニット

●アンテナユニットは必ず車室内に取り付けてください。
●電波不透過ガラス装着車両および赤外線反射ガラス装着車両では、電波が受信できないことがあり
ます。お買い上げの販売店にご相談ください。

●運転席から前方視界の妨げにならないことを十分確認の上取り付け位置を決めてください。

アンテナユニットを水平に取り付けたいが、ダッシュボード面との間が20°※１以上傾くときは

アンテナコード側を車両前方
に向ける。※

アンテナ
コード

8 コードクランパー
※必要に応じて利用
してください。

両面テープの裏紙を
はがす。

※１　同梱の角度調整台座が20°ですので、これを目安にしてください。

禁　止 

注意

＜確認事項＞
1.  ETCカード挿入直後にスタンバイインジケータ（緑LED）が1回～数回点滅します。
2.  点滅が終了したら、「ETCが利用可能です。」と音声案内します。
3.  スタンバイインジケータ（緑LED）が点灯します。

（ETCカード以外のカードが入っている場合は、「カードを確認してください。コード○○※。」と
音声案内します。）

※音声案内の内容については、取扱説明書をご覧ください。

[3] RPTボタンを押す。

＜確認事項＞
「ETCが利用可能です。」と再度音声案内します。
（ETCカード以外のカードが入っている場合は、「カードを確認してください。コード○○※。」と
再度音声案内します）

※音声案内の内容については、取扱説明書をご覧ください。

[4] イグニッションキーをOFFにする。

＜確認事項＞
エラーインジケータ（赤LED）が点滅しながら、「カードが残っています。」と音声案内した後、
ETC車載器の電源が切れます。（ETCカード挿入口奥の緑LEDが消灯します。）

[5] ETCカード取出しボタンを押し、ETCカードを抜く。

以上で確認完了です。

●取り付けと配線が終わったら、オーディオ、ブレーキ、ライト、ホーン、ウィンカーなどのすべて
の電装品が、正常に動作することをご確認ください。

●ETCカードは精密なICチップを搭載しています。故障の原因となりますので、曲げたりコンタクト面
を汚したりしないでください。

お願い

アンテナユニットを取り付ける前に…

※車両後方に向けても問題あり
ません。


